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1 Z>0を正の整数の集合とする。∀ x, y ∈ Z>0に対して関係∼を次のように定義する：

x ∼ y ⇔ yは xの倍数である

このとき、∼は同値関係であるかどうかを調べよ。

2 nを正の自然数とする。集合Rn+1 \ {0}上に関係∼を

v ∼ w ⇔ ∃ c ∈ R \ {0};w = cv

で定義する。

(i) ∼は同値関係であることを示せ。
(ii) この同値関係の完全代表系を 1つ与えよ。
（ちなみにこの同値関係で割った商集合 (Rn+1 \ {0})/ ∼を Pn

RまたはRP nと書く。）

3 C2 \ {(0, 0)}の上に関係∼を

(z1, z2) ∼ (w1, w2) ⇔ ∃ c ∈ C \ {0}; (w1, w2) = c(z1, z2)

と定義する。

(i) ∼は同値関係であることを示せ。
(ii) ∀ (z1, z2), (w1, w2) ∈ C2 \ {(0, 0)}に対して、(z1, z2) ∼ (w1, w2)ならば、(z1, z2) ∼ (w1, w2)
が成立することを示せ。

4 Mを空ではない集合とし、P (M)をMの部分集合全体のなす集合とする。P (M)上に演算 ∗を

A ∗B = (A \B) ∪ (B \ A)

と定義する。このとき、(P (M), ∗)は群であることを示せ。

5 Gを群とし、H、KをGの部分群とする。H ̸= GかつK ̸= Gであることを仮定する。このと
き、H ∪K ̸= Gが成り立つことを示せ。

6 Gを群とする。このとき、

GはAbel群⇔ ∀ a, b ∈ G, (ab)2 = a2b2が成り立つ

を示せ.
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